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〒
350-

0158
　
埼
玉
県
北
比
企
郡
川
島
町
伊
草
二
三
四-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
九-

二
九
七-

三
六
一
八

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
渉
外
部
長

　

  　

  

鈴

　木

　孝

　司

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
195-

0062
　
東
京
都
町
田
市
大
蔵
町
二
九
四
五-

二
三

　
　
　
　
　  

電
　
話
　
　
〇
四
二-

七
三
六-

〇
〇
三
四

　
　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

　
　
　
　
　  

携
　
帯
　
　
〇
九
〇-

七
二
七
五-

八
三
二
三

日
本
大
学
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

　

  　

  

鈴

　木

　
　
　勝

通
信
教
育
部
長

総
合
社
会
情
報
研
究
科
長

　

  

松   

重   

充   

浩

事
務
局
長

　
　
　
　

  

瀨

　川

　一

　之

　
　
　

〒
102-

8005
　
千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部

大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科

前
ペ
ー
ジ
よ
り

れ
た
情
報
資
料
が
集
約
体
系

化
さ
れ
て
発
展
し
た
も
の
と

理
解
で
き
る
。

　
社
会
の
記
憶
装
置
と
し

て
、ま
た
成
長
す
る
有
機
体

と
し
て
、イ
ン
ド
の
ラ
ン
ガ
ナ

タ
ン
は
、『
図
書
館
学
の
五
法

則
』（
森
耕
一
監
訳
、日
本
図

書
館
協
会
、１
９
８
１
年
）に

お
い
て
、図
書
館
の
あ
る
べ

き
姿
を
示
す
普
遍
的
原
理
を

五
つ
の
簡
潔
な
表
現
に
ま
と

め
て
い
る
。

「
１
．図
書
館
は
、利
用
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。　
２
．

い
ず
れ
の
読
者
に
も
す
べ
て

そ
の
人
の
図
書
を
　
３
．い

ず
れ
の
図
書
に
も
す
べ
て
の

そ
の
読
者
を
　
４
．図
書
館

利
用
者
の
時
間
を
制
約
せ
よ

　
５
．図
書
館
は
、成
長
す

る
有
機
体
で
あ
る
」と
し
、「古

来
、人
が
自
主
的
・
主
体
的

に
学
ぶ
一
般
的
な
方
法
は
、

本
か
ら
学
ぶ
読
書
で
あ
り
、

読
書
を
あ
ま
ね
く
多
く
の

人
々
に
可
能
に
す
る
た
め
図

書
館
が
つ
く
ら
れ
た
。個
人

の
利
益
の
み
帰
す
る
も
の
で

な
い
と
い
う
公
益
性
の
承
認

が
社
会
制
度
と
し
て
の
公
立

図
書
館
を
生
み
出
し
た
」と

あ
る（
塩
見
昇
編
著『
図
書

館
概
論
』日
本
図
書
館
協
会
、

２
０
１
８
年
、34
ペ
ー
ジ
参

照
）。

　
こ
れ
ら
の
普
遍
的
な
概
念

と
図
書
館
制
度
は
、今
後
も

成
長
す
る
有
機
体
と
し
て
展

開
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、社
会

の
進
歩
は
、科
学
技
術
の
進

歩
で
も
あ
り
、電
子
情
報
基

盤
社
会
の
突
入
で
も
図
書
館

の
そ
の
概
念
は
、ぶ
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
展
開

は
、ワ
ン
ウ
ェ
イ
か
ら
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
、図
書

館
は
、電
子
図
書
館
と
し
た

有
機
体
と
し
て
成
長
し
得

て
、時
間
や
場
所
の
制
約
を

軽
減
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
そ
の
根
底
に

は
、図
書
館
の
機
能
を
果
た

す
た
め
の
メ
デ
ィ
ア（
図
書

資
料
）と
運
営
ス
タ
ッ
フ（
テ

ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
者
）と

施
設（
図
書
館
）、利
用
者（
読

者
）が
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
こ
と
で
も
あ
り
、図
書
館

と
利
用
者
は
、共
に
成
長
発

展
し
て
い
く
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

３
　
未
来
の
図
書
館
像
は
、　   

　  

ど
う
あ
る
べ
き
か
考
察
す
る

　
先
進
国
ア
メ
リ
カ
の
図
書

館
で
は
、既
存
の
図
書
館
機

能
は
勿
論
の
こ
と
、さ
ら
に

電
子
図
書
館
と
し
て
電
子
書

籍
の
貸
し
出
し
を
展
開
し
て

い
る
。

　
既
に
商
業
ベ
ン
ダ
ー
が
管

理
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

上
で
貸
出
し
が
行
わ
れ
、最

大
手
の
Ｏｖ
ｅ
ｒ
Ｄｒ
ｉｖ
ｅ

社
に
よ
れ
ば
、２
０
１
５
年

の
１
年
間
で
、米
国
内
の
19

の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
12
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
複
数
の
図

書
館
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ

た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）が

１
０
０
万
件
以
上
の
電
子
書

籍
や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
の

貸
出
を
行
っ
た
。

　
そ
の
３
年
前
は
、１
０
０

万
件
を
超
え
る
貸
出
し
は
、

わ
ず
か
２
館
に
留
ま
っ
て
い

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、電
子

書
籍
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
急

速
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
伺

え
る
。

　
電
子
書
籍
の
メ
リ
ッ
ト

は
、図
書
館
機
能
の
時
間
と

場
所
の
制
約
を
バ
ー
チ
ャ
ル

化
に
よ
り
軽
減
た
ら
し
め
、

電
子
化
媒
体
は
従
来
の
印
刷

技
術
と
異
な
り
、流
通
ま
た

紙
媒
体
の
メ
デ
ィ
ア
発
展
で

あ
り
、記
録
や
保
存
は
電
子

的
に
行
わ
れ
、場
所
の
制
約

は
限
定
的
で
あ
る
。

　
一
方
、主
体
的
な
読
書
活

動
に
お
け
る
物
理
的
動
作
運

動（
本
を
開
く
と
か
、め
く
る
）

は
端
末
操
作
に
代
替
さ
れ
、

端
末
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

キ
ル
や
端
末
操
作
の
環
境
の

有
無
で
格
差
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
。電
子
化
に
伴
い
、個

人
情
報
の
扱
い
や
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
へ
の
扱
い
、電
子
書

籍
の
課
金
問
題
や
、ベ
ン

ダ
ー
と
公
共
図
書
館
の
対
立

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、米
国
の
ほ
と
ん
ど

の
公
共
図
書
館
が
オ
ー
デ
ィ

オ
・
ブ
ッ
ク
、ｅ
マ
ガ
ジ
ン
や

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
・
ビ
デ
オ

な
ど
を
提
供
し
て
い
る
た
め
、

「
電
子
図
書
館
」を
論
じ
る
場

合
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
無
料
公
開
さ
れ
て
い

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に

あ
る
電
子
書
籍
の
扱
い
如
何

で
、そ
の
利
用
の
実
態
は
大

き
く
左
右
さ
れ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
い

ち
早
く
取
り
入
れ
た
欧
米

と
、発
展
途
上
の
諸
外
国
で

は
、そ
の
電
子
情
報
資
本
の

規
模
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
特
に
日
本
の
既
存
の
図
書

館
機
能
に
お
い
て
電
子
図
書

館
へ
の
移
行
、電
子
書
籍
の

導
入
が
一
向
に
進
ま
な
い
非

電
子
化
の
風
土
に
は
、理
由

が
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
欧
米
の
動
向

と
比
較
し
て
考
え
る
と
、日

本
の
公
共
図
書
館
は
、既
成

の
出
版
文
化
や
図
書
館
業

界
・
制
度
の
上
に
成
り
立
つ
。

　
既
成
の
制
度
に
重
き
を
置

き
、新
た
な
電
子
図
書
館
の

制
度
の
導
入
に
対
し
て
、そ

の
予
算
方
針
の
比
重
が
大
き
く
、

構
図
と
し
て
成
り
立
ち
難
い
。日

本
の
電
子
基
盤
社
会
と
し
て
、

電
子
図
書
館
の
さ
ら
な
る
展
開

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
公
共
図
書
館
の
予
算
方
針
の

如
何
に
係
る
が
、コ
ア
と
な
る
図

書
館
が
先
駆
け
て
導
入
し
て
社

会
に
浸
透
す
る
べ
き
で
あ
る
。事

実
、欧
米
に
お
い
て
は
図
書
館
が

先
駆
け
、活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　
電
子
図
書
館
は
、電
子
ア
ー

カ
イ
ブ
と
し
て
社
会
の
記
憶

装
置
と
し
て
、次
世
代
へ
繋
ぐ

架
け
橋
で
あ
る
こ
と
、民
度

文
化
資
本
に
な
り
得
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、新
た
な
図
書

館
像
と
し
て
邁
進
せ
ね
ば
な

ら
な
い（
植
村
八
潮
・
柳
与
志

夫
編
著『
ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
公
共
図
書
館
』勉
誠

出
版
、２
０
１
７
年
、参
照
）。

眞
船  

　　
洋
二

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
幹
事
長

日
本
大
学
経
済
学
部
校
友
会  

幹
事
長
代
理

目
黒
日
本
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校  

評
議
員
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新
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一
六
一
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二
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五
一
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0064
　
埼
玉
県
春
日
部
市
南
二-

四-

一
六

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
四
八-

七
三
八-

七
一
三
〇

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
総
務
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

東
京
都
支
部  

相
談
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

埼
玉
県
支
部  

顧

　問

日
本
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部  

常
任
幹
事

　

  　

  

肱

　岡

　堅

　一

　
日
本
大
学
は
、明
治
22
年
10

月
、時
の
司
法
大
臣
山
田
顕
義

先
生
の
も
と
、「
日
本
法
律
学
校
」

と
し
て
創
立
し
、明
治
36
年
８

月「
日
本
大
学
」と
改
称
さ
れ
た
。

昭
和
23
年
11
年
月
私
た
ち
の
通

信
教
育
部
が
創
設
さ
れ
た
。昭

和
30
年
代
に
は
学
業
推
進
の
為
、

全
県
に
学
友
会
が
組
織
さ
れ
、

併
せ
て
担
任
制
度
が
導
入
さ
れ

て
学
科
ご
と
に
担
当
の
職
員
が

配
置
さ
れ
た
。

　
我
が
校
友
会
は
、昭
和
42
年

４
月
母
校
の
あ
た
た
か
い
ご
理

解
の
も
と
通
信
教
育
部
の
中
に

事
務
局
を
開
設
さ
せ
て
頂
き
現

東
京
都
支
部
が「
東
京
都
桜
友

会
」と
し
て
華
々
し
い
活
動
を
開

始
し
た

　
こ
れ
を
契
機
に
全
国
組
織
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。昭
和

47
年
５
月
通
信
教
育
部
長
で
あ

る
高
梨
公
之
先
生
を
会
長
に
迎

え
、校
友
役
員
に
加
え
て
、大
学

側
よ
り
同
窓
会
職
員
を
含
め
た

顧
問
の
先
生
方
、幹
事
長
に
は

猿
渡
光
先
生
の
参
画
を
得
て
、

全
国
43
支
部
の
校
友
会
が
発
足

す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
９
年
後
の
昭
和
56
年
５
月
全

国
９
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
発
足
し

て
、本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
の

三
段
階
の
校
友
会
活
動
が
確
立

し
た
。

通
信
教
育
部
と

校
友
会
の
歩
み

新
谷

　拓
也

通
信
教
育
部
と

校
友
会
の
歩
み

▲ 夏期スクーリング自習室風景（昭和40年頃）　　　　　　　　　　▲ 夏期スクーリング中の女子学生宿舎　　　　　　　　　　　　　　▲ 太平洋洋上スクーリング（昭和46年）

▲ 昭和50年頃の三崎町風景 (夏期スクーリング )　　　　　　　　 ▲ 通信教育部祭　雄弁大会（昭和47年）　　　　　　　　　　　　  ▲ 通信教育部祭　芸能祭（昭和47年）　　 　　　　　　　　　　　 ▲ 通信教育部祭　芸能大会（昭和40年代）

▲ 通信教育部祭芸能大会 (昭和54年 )　　　　　　　　　　　　　  ▲ 夏期スクーリング休憩時間（昭和54年）　　　　　　　　　　　　▲ 夏期スクーリング休憩時間（昭和54年）　　　　　　　　　　　   ▲ 夏期スクーリング学生用掲示板（昭和54年）

写
真
で
振
り
返
る

通
信
教
育
部
（其の弐）

新
谷

　拓
也




